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11月の自閉症ネオカンファレンスへとつなぐテーマは

“地域に根ざした実践（ Community-Based Practice）”

さいかい

そしてそうぞう

10 :00 -16 :30

５，０００円 / 人

3月 20日10時より
受付開始



▽基調講演 『「標準的な支援」に基づく自分たちらしい地域づくり』

∞福島 龍三郎

進行：桑原 綾子

9 : 0 0 

1 0 : 0 0

1 3 : 0 0

1 5 : 0 0

1 6 : 2 0

6.14(sun)

開場・受付

オープニングセッション

1 0 : 3 0

1 2 : 0 0 ～昼休憩～

▽基調講演 『地域社会でひとりの大人として生活するためには』

∞志賀 利一

進行：草原 比呂志

自閉症ネオカンファレンス2026へ

今 年 の テ ー マ は “地域に根ざした実践（Community-Based Practice）”

そ の 人 ら し い 暮 ら し を 支 え る 考 え 方 を 具 体 的 な 実 践 と と も に 学 び ま す 。

明 日 か ら の 関 り が 少 し 変 わ る 。 そ ん な ヒ ン ト を 一 緒 に 見 つ け て み ま せ ん か ？

自閉症プレカンファレンス2026

PROGRAM

“地域に根ざした実践（Community-Based Practice）”

分科会Ⅰ（児童期）

進行：諏訪 利明

発表者3名

分科会Ⅱ（地域、成人期）

進行：志賀 利一

発表者3名

▽会場内ロビーでは、長崎市内の福祉事業所の自主製品販売をおこなう予定です。

▽休み時間、待ち時間、あるいはセッションの時間も、参加する皆さんの再会と出会いの機会になります。

～地域に根差した実践～

～親離れ・子離れの実現を目指して～



▽基調講演Ⅰ『「標準的な支援」に基づく自分たちらしい地域づくり』
～地域に根差した実践～

チーム・地域・全国での実践を紹介した後、自分たちのチームや地域の「強み」

「良さ」をあらためて見つめ直します。身近な実践の価値に気づき、次の一歩に

つなげる時間です。

メインセッション

福島 龍三郎
（社会福祉法人はる）

諏訪 利明
（川崎医療福祉大学）

中山 清司
（自閉症eサービス）

志賀 利一
（のぞみの園）

『地域に根差した支援』をテーマとした様々な取り組みを分科会形式で報告していただきます。

自閉症の人たちの暮らしを支える実践を共有する機会になります。

自閉症ネオカンファレンス2026

2026年11月22日（日）23日（月）

場所：川崎医療福祉大学（岡山県）

▽オープニングセッション

支援と地域の“これから”を考える、その「問い」からスタートします。今年のテーマに込めた思い

は何か？地域に目を向ければ、本来もっとできることがあるはず。そんな気付きを、一人ではなく、

皆で共有するためのミニセッションです。この時間から次の一歩につなげていきましょう。

▽基調講演Ⅱ『地域社会でひとりの大人として生活するためには』

～親離れ・子離れの実現を目指して～

親離れ・子離れの実現を目指し、地域に根差した実践をテーマに考えます。

支援・チーム・地域がどのようにつながり、本人の力を地域の中で育んでいける

のかを共有する時間です。

分科会Ⅰ
（自閉症のこどもたちと地域をつなぐ実践）

分科会Ⅱ
（自閉症の大人たちと地域をつなぐ実践）

進行：諏訪 利明 進行：志賀 利一

∞宮野 伸枝（Brighter Steps）

∞永田 幸（ゆこり）

∞松浦 結衣（南高愛隣会）

∞森本 隆義（五倫会）

『放デイの限界を突破する』
～できるだけ前向きな当事者会さんとのコラボの中で～

∞桑原 綾子（ここはうす） ∞本田 尚久 （山陰会）

『再現可能な支援が、地域を動かす』 『地域移行に伴う

生活介護事業所の取り組み』

『兵庫県における

集中的支援の取り組みについて』

『行動障害のある方の住まいを整え

地域とつながる入所施設での取り組み』

～土台が育ちきっていない地域で、実証が環境をつくる～

「自閉症カンファレンスNIPPON」の精神を引き継ぎ、自閉症の正しい
理解と優れた支援のスピリッツを学び・共有することを目指して、

「自閉症ネオカンファレンス2026」を開催いたします。

『発達支援における「関係性」がもたらす長期的成果』
〜幼少期の出会いと思春期の再会が紡いだ一事例の考察〜



鎮西学院大学 ウィルキンス館（西山ホール）

〒854-0082 長崎県諫早市西栄田町1212番地1

２００名 （ 先 着 順 ）

参加費

自閉症プレカンファレンス2026

主催一般社団法人Hyper Five

企画自閉症カンファレンス事業部

hyper.five2024@gmail.com（桑原）

3月20日10時より
受付開始

定 員

会 場

５，０００円 /  人

昼食に関するご案内
各自でご用意ください。ごみの持ち帰りをお願いします。

後日配信について
後日配信は予定しておりません。ぜひ、会場にお越しください。

申し込み方法
所定のQRコードからお申し込みください。定員になり次第締め切ります。（先着順）
参加費の入金確認後、受講決定メールをお送りします。
参加費入金後にキャンセルされても返金は致しかねますので、ご注意ください。

M A P / A C C E S S

会場までのご案内

佐世保駅 JR快速 70分

長崎駅 JR特急 20分

島原駅 島原鉄道 65分

JR諫早駅

徒歩20分

自閉症プレカンファレンス2026

懇親会のご案内（事前申込制、先着順）
6 月 1 3 日（土 ) 1 7 : 3 0 ー 1 9 : 3 0 登利亭諫早総本店

定員 2 0 名 参加費５，０００円 / 人

プレカンファレンスの参加者限定です。懇親会のみの参加はできません。

懇親会はプレカンファレンス前夜となります。

鎮西学院大学HP参照
https://www.wesleyan.ac.jp/information/access.html

鎮西学院大学 ウィルキンス館（西山ホール）

〒854-0082 長崎県諫早市西栄田町1212番地1

お車でお越しの方は大学内の駐車場をご利用ください。
駐車の際は、当日スタッフの指示に従っていただきま
すようお願いいたします。
駐車場に限りかあるため、車でお越しの際は、できる
だけ乗り合わせて来場いただくようご協力をお願い致
します。

西栄田（バス停）

残り僅か

長崎県営バス
約10分乗車


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

